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日本経済と産業連関の理論
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このパンフレツトは苫谷ぜミナー� 11--の学生たちが1i.FI乗に参加した研脅威

寮左まヒめたセの可す，全体には大きく三つに分かれ、芳一部右目産業連商
、

の基旋理論をやさし〈説明.し、うf:::tl3~也容各口における霊乗車肉輸の廊。更

について産業蓮開表左中 I~\ に紹介し、枠三腎宅産尊重 1阜商論左填体的に日本経

芳に通用した結果左手経表するこヒにしました。私たちが一番力主入れたのは、

日本経，背の当面 Lてし1;る色々な向題に産業連南請を撞閉してみるこ� kでした.

そのため 1;:: いくつかのモ予 jしを t ててみたの ~T~' 、日寄陶ヒ費用の樹僚から

をのすべてについて計車左荻みるこヒ lエ断金し古ければ、ならず、十今世結果

を与さ殺するこヒF出来なくなり大安県全に男勺て宕ります
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i産業連!実!論とはどのような毛の別

産業達成識は� 1一投入産出分析J ヒち呼ばれ、現在世界各口の軽荒立記者たち

によって晶んに研問されている新� Lい現興介析の経落理論です，ごの理論|主

クイン夫、理論のるセ知。れてい，Qr前得分析J の理論ヒ問� (;1本に、一つめ口

の語講:の経莱活動の水草がどのようにして茨り、どのよつにして喪-tす.021¥

互分析しようとする揮論をす� さら i二この理論は一口め経蒋活動の水準左高c

めること、街]ち岩手:日ヒ控?青約案策左毛たらすにほどの占う� tt経斉政策や経帯

こ正吉棋にして品、りますのそうしてこの産k出す二;ι.1'よいか左芳1計画をとれ� 

業建開請l立寝殿的� tl経7存政察の立案!こあたって非常仁高力む理論むの宅、各

口百は経芳学~ばかり古 tf く政府七モヵ研究仁ワをそ子いをお u 麦す。

産事実産駒輪予王理突の孜事に19:.止すえ)(二めには、 f可土リ苦守主ず、「産業連肉表」

出!ま「投入産出表」左作うばければ、r:(lj茨せイ刀l'¥三列「産業連関喪」左抱� 

FXした口P-， '杭ろいは作成中 (Iっ口々は‘*口 日本空� i士bめ十教ヶロ左教え� 

G仁歪って率、� 'Jまず�  r産業理南安 J の修所〈には沢山� m費用と多数グ)鮭斎挙

巷、統計専門様左� Jk零}としす:す，がら、名口改t'f-PI‘産業草間論の� lf究!こ� L'¥かに

力をいれている汐1方1"わかリま寸。きれ↓ゴ1刀¥u c=む:く今くゾ)j怪7害:単語岩下#入輩

出分析の理論上、応用よめ研開jてとリ租んを� Li;;:1ヒLlう事突がち令、この理

持がし1かに重要む、荘;斉分析ーヵ予停古あ三ミカ¥夕、わかるとこ思います。

投入産口表ヒばピめようなち� 1. 1.万万f

投� λ庫出衰ぱj安入産出子?祈均一番基礎になる表宅、校入産出イケ析は吃ずこ

の梗互作ることから出発しますョ この表広一口に喜三Lぽ、一口の経斉体茶に

おいτ一定期J臼i二行われた姪清取51a網の自の形の� -j晶表に現わしとちの百� 

sるといえます。そしてこの網の自主駐に見て行くヒさ� l立震予の行栴ヒなリ、

樺!ご現こ行ぐ� kこぎは売手力行為となるわけ甘す。これ左簡単む伊i言説明して

1みましよう。� LI全経，脊1]¥¥'介/図の和� <4つの都内に今けられ� ある年産iこ

数字め� rtうtJ取引がい行われたらぬとします。回のヲミ印i主商品の販売やサー"e

又グト)堤供l われたオ耐芝/Fし、辞グ〕数字l 示します。このときこJ."ff ま乏の量ti

の年度内経入産出衰広才/釈の工うに� Zります。これは伊j尤ぽ、工事長の樹立維

!こ開て行くと、農業から 30¥R盗事委から� 30¥家計から 1;.0 高品ヒサーピ

ズ左賓っ� Eこと空示します。士業の楠左犠に県てfTきますヒ、車農業へ20、

青葉へ� zO、療室fへ60、白介のヒころQ'生産した商品在定リヨきしたこと左

京しま寸。
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lいごを工事を jtV 三千 f~， ~f と~ U JfA:ざけ仁うヒし烹すと、モゲ?ために危j)¥ら原 J件

にか吟併にみ 乙円三へのうl¥j弘、零と fiリまず勺ごこの傾j可しI;乙ぱ、農業

，商業・停止;ージ，� 空白土:ワービ更を冒才つなければなりませんの工繁ヵγtOO産i-

出ーすろと~I.f:'i 1二安芸5pdヲC宮入札だmセすか� 6 工業力γ/産出するたあ!二l主

主J片手o = 'J，3 r.iJ京妻子から菅入れるJた翠があるごヒか1免えられます均この� 0，3

芝農業から工事実ヘ L力点長人罪者7ヒE手て〆ます。� tおわ� hヨ

I蒙装から工業へ� 竺jJ争入量
=ご農業かろ工業へ力投λ1家宅k

工 業(/)�  ~ tt 壷

ヒ土葬します� 二必ような持入保取は各主菜Jつ色々につ� L.)L"1fγ草さわきでーヲ。9

てれか~~-i;' 2茨ちす これ左1安λ常取ーヒ日j;かま事，

主主入産出分折つではこの f.} 入係鞍方pl一定方 a3 ，{;ヒ仮定して今祈主主 {~7} 為。� 

[片 Z表] 


農薬工業�  車業 
  

稼業 o 0，.3 


工業 0.2 0 O 三
 

百五 業� 0.3 ! 0.3 


安Z 計� (0.5)，� (0，4) (0β 〉


[喜圭〕 産業連関輸の基専をにある慣.Fcにl.:;t

c1J 非結合生産の f反史一一いかなる産業壱結合生産物左生産せず¥それてき

れ単ーの種犠の生産物を生産するという仮定.� 

cZJ 固定的投入保教の仮定一一産出量ヒA-投入量にはつねに一世グ)比例駒

僚がある，高葉互換土れば、捜る居中左生産する基本的ヲロセス 1円、、唯←つしか

江いという仮定.

このこつがあリます。� d)11)仮更は統計技術的向題在、理論的にはほ〕の便

患が一事前趣になリ三まず。〈と〉め佼史 i立、産出高の変化、価格の変化に伴う

投入物相互閉め代替rf)現象予要った生産手口セスの探閉グ)現象1まピ左無1草す

るちの百あるヒj世瀕|されて莱ました，しかしこの壮判に対して� サム工 jレノ

〉、クーアマ〉ス、アロウ、クライン江どの挙者仁よって』この襲入係数一

定の仮定刻、代首現象左前、めるtE乗の企業理論と来して矛庖しないこヒif'証明

され� τ3うります。二土石証明されたちのが、「代雷定理」と呼ぽ.れている毛の

百す� 

3 
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←一口12 ゴt‘L -(} l二介げた携合、活動7lく幸.:7)¥1¥桂� 7育、体系外かう与尤られる部

門主外生勺 経有体烹内都の相互期保によっ� ζきめられる部門主二肉生若手内

ヒ昨λτ :Kし全すιFト生前3円は口Fそ/荏斉マ';i'篭栓的情事).在費ずる酷;内首誕の 

ßíiJ ヒして牧Jl ζ いる掲合、需が需零~ hijlf主れます o ここの伊j苛|オャ事計汐V

最捧需尋古すe ごグ〕最棒需等方γ安化しますと、各産業はその歩化|ご堅金う� f:" 

IT生産活動左衰ιさせtfければなリさせん。

いま場合141再1 襲事長に対寸志再響左/た iナ増加 ~tt t::とします。するヒ農業!主

/だ!;呈産左f曽担さ注，るそめに工繋刀¥}示。ι 宿苦手から� C、3た� ITいまま寸よ

vり余介仁事〉¥しむければ江り全せん ι 二jF iこ房らっ三て� l二今度� 11:T 業所、0;2.

i-:三71ーず:hf}土産出しなければ、i余計17十三OJ決、Z商業� 

ρ!之� X 0.3= び{心� 6〆高雪量かう� 0 ~2)( 3 Jパ� )，7::三t:JNJ込事ちつ，ど除外ニ士，()， ，� J

衝撃ほ工業から� u.3 X 0よ =006 ~宮入丁ヌ ~:r !:~ tJ:)ます、 一つレ

て奇警務需零:])I日� 17 グJ 支化 l芸から).~へ L ;rl ，♀(て辺、岩こ宗主土注 H、出 t て行1 

ぎます白このことが、非之目立ひうトヨ羨ゴ棄され安

〔分ろ表� 1._...ー→

v 最終需零 え生

!汗7 ー:疋� 

農業!ご対する需号 j 1.090 

工業に対する警告辱 0.2 0.302 

菌莱に対する常事ま 0.3 06 0.41 7 

[う|ア Z図]�  

~! ，告一実: 十� L_..J十寸i i¥り!一一一一j十--={
;;.'17し一一一� 1'¥:Q.2一一一-l /ー~--I\'--.

し堅時一j ¥?〉王玄!く く伐;九『け〉� 3+ο斗メ仁二コiX仁こ二コ十『� 

O.~玄r\

、� ......1/¥i一一!/~[~--二iペI+'- + 

人二!手工委� 1主襲来かう� 
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ム十 逆� lT手lJ長

この工う日最終需要の震反� E乗は、工業ヘ対する最終需牢カlい/た� け1普加しi

と'，，-，合について号、商業へ対する静緯需穿か、/たJ1増加し� t時舎についてむ、

ご，1"LKrr 主主 7 るニt. 21~' 世来ます 9 乏の結果在一覧表にしたJ)が対フヂ表守、 ζ 

11芝「乏十字初|表」ヒ� aI)Zぴます。 この逆行刑表!立投入産出介者?の応用!こあた

、で一章一重写な情樹立罪す表で]0 二れ� l立在j閉め名産業仁対して/だけぬ最

終需孝子、主主μ出す立時間存め続需零量左示してい志ちのです。� 

若手]Lf対ァL

直~i' f主1 苓ッi) ~荘需手 iJ" ， 

最特需牢
五七弓産業ー 工 ま長 高聖 費量

の色Tけられた産業
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5 ~安入産出弁事T の E応用 

票数表フ使用する二tJ' 1に子の位のいろいちI~:烹左中11産出づ?析は逆行手λ受1

とi二よって、い/)Li石cr経蒋向題に品開す� G ニヒ刀¥'出ヲぞます。をの日*経?杏

ヘグ〉異体酌口JIii!嗣|土介� E前'i-;空なtれてい� Tす対、でのいくづか左引等しでみ

ま手ヒ、� 

( 1 )経:斉予剥。一一最終需零 jJ¥'推定されますと 最終需要衰と逆行手1J.i喪と

を格け合わせるこヒによってその年度の各産業の産出重宝1在員きすることが出

来ます e 

( 2 )ヲモ業対策の立東一一各産業の産出量に産槽係数を掛けるこヒ|ごよリ雇

傭量左京めるこヒか出来ます.このこヒからピのよう� alft寮互とれば失業?を

一番!Jrくさ� t土ることが出来るかを君主出すこヒが出来ます.� 

( 3 )斡入計邑の繍戚一一産業主善隣輸に模型計画素左隅 11るこヒにより最趨

輸入計画J:r決更することが出来ます. 

( 4 )拘価の値Lりの勤黙の推定 


(ち〕鮭?脊fr.療の効果の推定


その位、あい路産業の分析、世餓分析、口頭実質事の1J.析、等尺、興� lこ多く

の応用品Y車Ijますし、更にそれしのー麗の研現 11¥"進められておリます.
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四 産莱連関論の 応 用

1]価格分析の施開修工� 

二こ1'.'1;1‘巨木経?存の構造について実際に作られた産業連商表左用いて試

a車左行うニヒヒより、産業撞廟請を応用した経:脊分析の -fi)を末す� 告Fち‘

依進運賃左値上げした場会、モれが他に~Iま寸事響、及1/それ左用 Ll て債誕

の制強辛の喪イピー消費動物価指数クJ~化主君饗する，しかしなが、ら、使用さ

れる王デ』ルは厳格な仮定m下にあり、x.利用� L得る統計資斜の量J}..1sモの処

理方法iま不先介、旦内不ちを全をおり、更に計算の処理能力ち少し11とめ、分折

の内容ぽ現実にJE-左ぁ、いたf反説伊Jt1)域主出江いことに箇奮していただきたu.

以下‘概ね理論的モア')~の設定，計草の契設の零領、 Aとの結果勿目民主 l主ぺる. 

S 1 iまi邑題賃値上げに伴う他の個棒OJiをイビの莞棄の士約tiJEデjレ.

産業連商1]-祈|ごあ、Irる価格の体系は、一般に� J更のように未される.� 

A〆P+R P 
p = (I -λ〆r'R 

jijしAは投入僚数行列� p 1:1:価格‘民は付加価値額の初iペクト!しをある.

単位ぼすべて貨幣タームーをある.

A = !011 ーーーーーー 守Inα1ft.¥ 
色� 

UJjf
a例 -- - -- --・---.0111' j 
a長ー 『 ー 乱依/� 

p~( p，凡7・----ーーーノP例，�  P4)J 

，'-.--一司--，1'"'1/1"..(..)'rz(f" == R 

今 運輸左タトI:t部門とし、モの価格PI<a:場加させたヒき、ぞれが、他賢すの鍋

特にglま叫す動警を薄紫する.ここ育運賃の値111こ伴う、他昨の価格の檀土ニB

によリ運輸静内のコスト|ま j首却す e2~' 、それにも符らず翠曹の再度 t!) 鐘とiず 

1;;1:行われない壱のヒする.師ち、以下にお l¥て.運輸左外生部門ヒして耳元革

う， そのため、 Lの A〆 p ノ RI主支々 )~O) J二うに変更される.� 

Aニ/乱11 

E ‘ 

¥itl1l 

10-

川

州
a
J
3
4
h
α
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R ご� τ� Ct - 山 ，r¥l)I
一

吃のとき、ヨト� j tr刀付加価値駈|工〈り� +ωj--f")にぜる。今、埋債の増P
加辛左内ヒし、撞加レ t運賃 Zばとし 、増加 した他貯の価格付|々クト!し

左〆ヒすれId:"
 

plz〔 |十し九)tll<. 


戸= (pf， 一一� -，p:)I 


二� (I-Aft/れ十 Ch'l'h~\ 

¥弘十乱佐伯.t;I 


キJ~の価格の憩柏の割合左ぱJ とすオ111、
 

pj=(|+勾)刊 一一-(1) 


又〆岳昨の価格の増相顧のべ、クト)l-l
;t 

(げ-p) = ( 1- A) Ia~1 ¥0:1<..þ~ - ー� (2) 

\ af~\ I 

ごこ守、� R左貨幣タームlii未した単位生産物当リの付加価値額とすれば、

月=I CJ = 1，ー- -.11) 一一ー(3 ) 

(I~ 1 

上の三つ司式:よリ)(ヒなる� o

~*I) (十 A)-.-

ρ(引/� ¥ a~'1'1 j 

よづて、主主tの左足?的ち~財の価格の増加辛 lま 浬賓の増加辛バ長.l並行

列表(工� -A)ー1ノ合静内に� 

守:::1-0ちJシぅコ方 .¥::.1J¥'1出来る勿 rt.-l-ア l "L布、汁L.加型弘、津和vず� 
.，// ':t-'- r ヲエ 」� 

(rぢ G い� 
iF，)I -rrV'()汁ι nアハー1"'1¥I仇1並行列の充較左京ず沼封筒2室、 芥歩f 

~1~ 示されたモ予)~左

との行列(1-A)の次売

ヒグ必零と江る.その計車� 

(1-A)を改めて瓦ヒ阜、き 広=(乱社)� A-I=邑=cι，i.j)とす否伺 

A，J 1 京君、らオ� k行，来R.51) 左除いた行 ~IJ 左 A ヒし= 〆L-一一九Ie.，
A-L=C ヒする.問題� 11Bから� C左京めるごと� Tある� o

一-1 1ー



きて� IA21= ~J ， - - IJ(a - - -ーー白l:1 

~三=(白l じーー- --， allρ 
，A22= cA:此 とすれば'i

五一(むA:) つきある.

文ノ� BIこ於て，� A?AI2ノA-z11A辺 に 対jたする部門まう佐々 8"ノ812?E主!ノ B~之
ヒし、間� G<対~す吾次元教在 15 つ O ずベクト!しを 012 ， 02-1ノヒすれば、� }~O) 

陶僚芳p'成立つ.

(~川( 8 = (工i，2-8 11 

ι~¥82.之ノ� 白之，� 

0，2 

¥0:.，1 

これよi)� 

= 一一一一ー(I 

A8'2十� AI 01 一一一ーは〕

AI2B.2.1 1 J+11 A8 

2822= 2 


ここ~ C=A-'左京めるため� (IJ夜� iF(2)に庄がら《一|土黍ずれぽ、


日II+A一IAz8z，=A-1 一一一一一� (3) 


81=2十� A-1A128且 =012 一一一一� (4) 


(4) から� A-'A，z=一回12巴五l

これ左(ヨ)に代入するヒ� C=Aベ= H，-B，zB二821
 

-e3 運輸島内� 1 j1
ご才ちて，収支均等才在大互関� l三ヰ'1:自主手菱化内訂軍のをデ/L-

運輸邸内の付加価値 rkl J:管金ぱヒ君11立、ここ百I 首相のみから犬、るちのとす

るも 許7ち� Yに--以T十1'yl

阿部門|二ついてノ貨の� 3種の収安均等方程式tt老7仁る。� 

1)運賃笹と|ず前ク)ぶ角合 

Pも= CT-- --/T ハ十何十勺11 - 干し陣)/千l 一一一号(I) 

10哨� k I 
¥Lえも1>-1
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き〉きE貨が ;);'L./;割合、だ� rT地刀Uレ‘その戒� 11初乗によって他骨の個搭キラ増加
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&5 計車の手続きヒ費料の説明�  
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イ邑静門， ;f主~ t益軒内か一括して計よこされてい'Gd)右、� f費者左聞いて/こ

の三辞内からヲそ々各昔P内への枝入費の止か、-1i'Qo15ると'W定してノ育ir

巷の投入係数a..ft修正した，� 

O:}<.') 3 2年4同J:1j要猪されたところの謹績〈口敏)の債患在平均した雷

と� 1ア李 o.I 3をそのまず聞いた� 従って浩賢宇に対する重債の値 ζ|ず辛q

口金以升の運輸部門に和いで告白じ争|合的値よ二|ずが行れれるこヒ立候

直して� liQ "この奏にちつヒ七向患が"J5るか L¥ うい乃の事情かち止
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き)欠にi)ノ JE 〉力結果左利用して~ 3OJBJJ.Vif左前草した.� 

p-3tMト仰〉

ドヲ立~ cX.k( I-akk)ーが‘ゆ)
筑; 之6年度の� 36都内介事iの校入係数表に会庁る運輸、通信部門の京i

間保教を同Llた.� 

4)策検に)の結果左手tJ閉して

しー芝(I十� dj);q-J一一
三~d 主計草する� 

~J ; 2 9年穫の� 36都内分割の産業連嗣表によリ� 辛J貯に討す石東計l

充当賓の最終需悪豊左用� UI::.. 

:96 計簿結実ヒ結論

)謹厳ti草色都内在外生化した場合の芝生行-9il;主付表に未す，これについては

さらに験揮のオ去互走尤否必零が、ある.叉大金大江計尊の結果得られたこの表

左さらに活用しむければなら口い。

之j埋輸苦F内投入保教到の修IE.
修正されt投λ僚教は;疋賢の衰の如〈できある。これは導磁li重信都内より撞

輸のみを令離したのちある炉、さらに口歓を分離しほければならない。通産

桓資料がらの試震によれば¥てれ広¥和討にがて運輸T金体の� O.32683LlOで

あG.業しこれは使用し江かった。大体、価格値上り牢は:f93倍の過大評惜

~ある kこま尤る. 
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運賃の中|て昌JVG利耕の割合抗l式、� 26年 36部門撞商衰の運輸通催都内� 

却包運(3ちある.0.0747814に於ける附加価値一一利潤から計草した。� I

輸当層の期特する〔各貯の値とり前)の収益の鴬却の申l舎 i王立三五;(0ヌ、� 

M人とから各里干の値とリ率を〉主要;来す.� 117教実以下� 3者T目左四捨主入-

lち各酔の値とり殺の11、智X 

嬰凶なく、収益民約乙倍半に江るこヒに江るー----

邑)消費造物価指数の許轟

句輪、これは特価者数そのちのセはなく、多くの価格安イじめ東国く輸入価

格の菱化、各部門に経け:?5R守ZJIlfllli値李の1量化)の中、運輸部内に耕Ijる附却
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己れる4ラのについて行えば¥現嘆に観察される価格安Mがふすべての原田につ

いてモれそれ量的に説明される?をあろう。ウェイトヒして‘� 29年� 36野円

分割譲 l開表に挫 Ij る製計消費額を用いて試草する~\モれは、翠賓 f直と 11背?

の� 0.97メである. 仮りに、価格グ〕現在期宗j 拝以内に史jJ"i'- 長されるヒし

て‘� 32年f更の消費者物価指軟か 31年左差平ヒして� 11 0~・あ苔ヒすれ ば1

この中の� 1ffi'運賃値と|ア、=運輸事内の収益増加にもヒづ‘く芭のヒして説明さ


れるグ〕であ石.


こ mモデル~ぽ、理職部門の i収益増加今|ま結局、最経需零都内のみによっ

て要援される(附加価値一更の仮定� jの在あるから、全flt年表末によ石� 1哲格値

上り仁ちヒザ〈雪景計背骨等々、最終需容の!皆加(勿書籍、これは物価よ二早!こ七

ヒづ!く現せかけのそうのて~a3.Q)は、運輸酢門1) Ilx益増JJUィかに等しくなる。一

れによリ計官の結果か、十工、ノクされる守おろう。� 

E各国にあ¥11る産業連|司研究m現状
車輪�  

1936年に、レオン十工� 7 j}.¥、産業連掬介析に着手して以来、ーログコ経昔

構造左体東砂統一的!こ担握唱さる優秀江理輸の故に、又終了骨政専を古来Lの宍

誌の t-;: めに/産業煙騎手T折左採用 tt~口|ま支嘱ロにあらずと主主主す若者ち現

われ志君、これに陶1佐在宅うつ資本土華全日泉グ〕監困l工、急建l二拡大しつつある� 

しかし現在末ピ、理論その壱のに改善すべき余世が、今l¥保i詰にある事と¥各

ロ!亡軒有tI~撞の卒情、主 kこして鮭清統計の主備の程妻和信T による差などに

よって、At-口め産業主季開表に対す石態度に七又ての内容彰式に七様々の、そ

して可肢リ丈ぎな相興がみられる。 以下、にがて‘嬰陳!こ産業連向奏左用l¥て

分析を行フた経験在七つ樟口の現状左庄ベ、併tても目下衰の{令Tt仁従事し

ているロ象の進行情;主主入手しう石境科の甘す隈りにJきて概慢してみたい� 0 

2.日本

表口の産業主主廟研現|立田和之 6牢薬害の産尊重蓮向喪の与を表左 fうって一つの工� 

~\l，ノク左画した。宮下ちまず経芳企画庁 ffi'14都内め衰をノ要 i字通商産業省が 

3ヶ年の月日正費して詳細な� 200静門の産業堂開表ヒこれを集計した� 36 


普門の器入保教表・進行現|表左手を表し、これ左護班ヒして� 29年度表Zち推 


計し七、事仁世証酌/笹素子構造の分析のた必|ご怜践的産業主主開表が虻海道、東


~世才に闘して作成され地方南桂仁一推定貿ってい石.しかし教口の産業連

南研究が龍外口に比べて末たその績についたば‘かり守事石事ヤ、� 26竿喪方時、

¥、

c
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核軍グ)弘正出ずヌでの常乃語 7骨構造グ)~望号方向、著 Q し Ll ~二ろかJ.3この羨から

査時に他(T;~;突の経 7脊分析左 rrう Jりにほ三主賞、左草する。 

3 アメリ力

産業撞尉介析l工戦前� Lオン今ヱフによって棺めら才Lた刻、戦中戦教に来書府

がでの荷用住左種目す石!こ lj ι~理事告h'J にも噴き陳釣にち !!f Æ(/) 進歩左盛 1)'た.

労的信託計局は戦中軍需生産終結に保う雇傭額萱初た占うこ匁舎新五#用し、� 

1939年度表 42 普~tr ま 45 与に発表、 この表セグテ祈左?寸つ� i:::.豪雪に戦、殺

の口存繁栄張広軍需生産の可鮭性の分析のために口防~，屈の予車措置仁よ 1) 大

統領庁予車局統計主主挙都め統括の下に政件庶肉 ~j安教の医院1 間体力r参加して

4怯?てな� 194吋年表円借慌が行われた� ごグ)校J乃纂棲 k土450都内について

鷺集さオL1三庁、� z0 0部門羨が書き表さ了れた白豹i1t:jιに関してはハーバード大

寺0)手|ごよって� Icj 3 9与の資本t手数表1frfff\~ざれた。現在、 Iq 54-主Eの

セ〉サズ iこ華く集合十奏lF'If:民されている、ど三;tJ;jLる� 

4. イタリー

イタり?において日門戸� Aの援助の下に� 1950年度の産業連商農が、作風

されてし1る，この衰の軒長|立¥生程物介額ヒ産業介類立併tt.:w用してい石事、

1}び行左構成する生産物介類1J~' 、引の産業介績より大であって 200 x60の

姫れ喪ヒ� tまっている.その常イタ� I}- 1:::私ける研究 l立、特定都内につl.lて‘

技術的，経書酌む南保~，ヨリ深く垂京す喜一撃に重奏がおかれて Ll る。生日

すべき位、南叱面イヲ1)一夫々の世B義者入産出表作坊による地域揖遁の比較

サ析の方耐にすすみつづあ� 5事をある.� 

5 オラ〉タホ

現在の折、吸入産出衰の作棋はこの口が最1:，進歩している。す~に莞広さ

れているものヒして段、� lヨ38辱庚グ〉喪，� 48年から 51正に歪る弟年産

め表方γある� オラ〉ゲ"'01ま、この作業ほ主として中央統計者、中央計晶君に9

よって進められてl¥否.間口に捨てほ、巨理的モ予ルによるロ民経飛に島け� 

z 計画樹立の分析と E 詳細な校入産出モデ JI.-による分析~ú')安き合せが行わ

れている事ば、生日すぺさ季実で、Jd石，� 

6 イギり丈 レ，.J..州 I~ft.，.s 川以{弘主J73h 川μ
イギ� 1)スグ)産業塵陶研宍l.t喪ロ中安統計弓の口畏tJt餌分析の島1)';央官ヲ産胸k

して甜ったの在、者与奏された� 1948年衰は8苦手内/ち� O年慶表ほ� 10都内

ピ商単江ちのちあり旦っ 48 年表|立本ヅトぺーシスであ~.その後ロシドン

女学のア、1¥'-ナは� 1935年者36静門左、ヌケシ7λI}"1 ;"大事ヒ商事者指親

計部ヒの棋間体業iごよって� '948年表400静内の毛の 1ft'fpfj更さ h てl'l~

ヒ三われる� p 



』

、--

7 力ナタい

統計寄調査部の手|こよって� 1949.1+の 51都内産業連商農が俳成てされて

いる肘、ごれはまだ試監の荷主笹|ごあり、官民した椛互ヒっていない� q せの最

終需曹の投入椀¥産出楠は、1ofれもロ民所得� iご対)拒するように翻草されてい

る事が特長セある.� 

8 ノー� JL-ウェ-

ノールウェーにおける戦後の討画経薯イどの進1tlこ伴って中ヲミ統計帯は、ロ戻.

前得分析漬料乏基ヒして� I9 48 年実 30 在~M 左身宣言T華表した.号電に丈規模

ロ� /950与の章受ち誰計されている。畏自Qjl立R.フリ、ソシュグJ指導の下にオ

ヌロ一大単育研更が進めうれているぬこのロの産業連!類研究の特長� lま費本島

世15走薦、されている嘆にあり、口民所得のAtヒ産業連|索令方i'tニの廟連左明白

にしている~ ~~ト'!W"ぜ十、. ~t'vft(....， .~-

9 テ、ンマーク� 
T. ~しい円、 4

この口における産業連腐の研開は� l9 30年に璃り、煮も 30i手から 39

年の各年次に亘って作成されている.場支中は一時中止された� 1伴、戦役再南4 

6年表�  16都内、4-7年春 24部門、� 49年之 4部門カ司、信哉されている。こ

こ ~e ノー J L.. Iラヱーと間伝く濯本動定ーを詳細に記入されている� a 作業の主体

は内崩維計局""0ある� g 、 

・-哩
vs

10 その惜の轄日
-a
，‘.一以上の轄口のタト、現在来のイ舎成7!、伝えられているのは、コロ〉ピア，イシ

ドノメキシゴ/メラヲ jレ〆アヱルト，りコノイ又ラエ!レの諸口~おるの何才t

司5~細は不明否ある 4 コロンピア|ご経でほ 20 幹内程度の悲~1!'あるらしし) ~ 

-;.ヱルト・リコはまだ投入表 差出表が集計されている段臨~あって是嗣教

に歪つてはいない.都内教は� lワ2部門ヒまわれている‘回三主目すべ、きはイ

;v¥"[，スラ工)�  メへの容器雪の下に舎堤がβ之、門1r.:'ヒ間報tIウェ-[，Jイタリ一、 ) 

f行われ志苧~、我々仁とづて e きわめて挺味黒い事Qõある.

末だ、推計作業にλっていな� L};伊、申rtま蝿喪か与ごれ!こ生直してい石口に，

画ドイ� ¥y，フラ〉スが、ある� 部ドーィ� νは住産南保|ご重奏が、沿かれている従a

来の産業連闘争析には強い疑耐をちっている� kいわれ、産業相互1訊の許梓古

市場関係に重宗左丹いた新?をとf型式をJ号車中ヒ伝:;tられている.フヲ〉ヌに

あっては、未だ謹痢衰の1'f=l7Xに着手されていないの|主、通去軟十辱たわたっ

て口勢調査グ行われていないヒ云う全くの統計土の理由による号の在、三れ

号、全く新 ~tt型試の1票用計行われるヒいう. 
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